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ަ௨ނࣄʹΑΓൃͨ͠ ͍ΘゆΔ l Ήͪଧͪଛই z
医ྍ研究研म部ɹ߳川ɹӫ一

̍.Ήͪଧͪଛইのఆٛ

ަ௨事ނෛই者ঃʑに減গであるが令和元年に 46 ສ人がෆ
にもඃ者となͬて͍るɻͦの͏ͪ軽ই者 43 ສ人であり、ͦの 57ˋ
がܱ部を受ইして͍るɻ͞Βに自ಈंं中にܱ部を受ইした軽ই者のׂ合
80ˋにୡしており、ಥ事ނによͬて発症͢る͍Θゆるܱ部の֎ই、主にΉͪ
ଧͪଛই（֎ই性ܱ部症ީ܈、ܱ೧࠳）のඃ者のׂ合͍·ͩに高ස度で
あるʦ�ʧɻ͍ΘゆるʠΉͪଧͪଛইʡަ௨事ނ、ಛにं྆同࢜のಥ事ނにࡍ
して、ܱが急ܹにલ۶۶ޙなどのಈきを強制͞Εて生ͣるଛইの͏ͪ、
ӓંࠎ、ある͍໌Β͔なਆܦຑᙺを除͍たප態の総শであるɻܱ部のೈ部
組৫ଛইでありױ者の大ଟૣ期に症ঢ়が回復͢ると͞Εて͍る一方で、ܱ
部にとど·Βͣଟ࠼な症ঢ়をఄし、ྍ࣏がޭͤͣຫ性化してྍ࣏期ؒが期
にٴͿ症ྫのଘࡏがΒΕて͍るɻ

̎.Ήͪଧͪଛইのൃੜঢ়گ

ত和 23 年͔Βのަ௨事ނ発生݅のਪ移でೋๆ性のϐーΫがೝめΒΕる（ਤ）ɻ

（ਤ）ަ௨ൃނࣄੜ݅ɺऀࢮɺෛইऀͷਪҠʦ�ʧ
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ত和 40 年のϐーΫ「第一ަ࣍௨ઓ૪」とݺΕる࣌期であるɻ͜のݺ
শަ௨事ࢮނ者のਫ४が、໌࣏ 27 年の日ਗ਼ઓ૪における本のઓࢮ者
を上回る͍で૿Ճしたため、͜のঢ়گ一छの「ઓ૪ঢ়態」であるとして༻
͍ΒΕたʦ3ʧɻ૿Ճのഎܠとしてত和 30 年͔Β࢝·ͬた高度ܦ済成に͍、
自ಈंอ༗台の急૿と全国の主ཁ都ࢢを݁Ϳ高ಓ࿏のݐઃが本֨化し、
モーλϦθーγϣンの౸དྷによるަ௨事ނの急૿がڍげΒΕるɻาಓ、৴号機
等のඋがෆे分であͬたためา行中のࢮ者が࠷もଟく、ಛに子ڙが٘ਜ਼と
なる事ނがଟ発したɻ

ত和 40 年にʠΉͪଧͪଛইʡ࣏༊に期ؒをཁし、ॏ大なޙҨ症を
のපとのҹとしてϚスコミでもΜにऔり上げΒΕ社会࣏ଘ͢るইප、ෆ
の༷૬をఄしたɻ

ͦのޙ、減গにస͡たަ௨事ࢮނ者ত和 55 年より再び૿Ճし、ত和
63 年に 1 ສ人を超͑、「第ೋަ࣍௨ઓ૪」とݺΕるঢ়گとなͬたɻ平成 16
年ࠒに事ނ発生݅、ෛই者が࠷ଟとなͬて͍るɻ͜のݪҼ行が、ަ௨
事ނの૿Ճを͢ࢭるためにඞཁなަ௨ҧऔకりを行͏ަ௨ܯの૿һ
ަ௨҆全ࢪઃのඋ等をਪਐ͢るे分な༧ࢉをાஔできな͔ͬたためとࢦఠ͞
Εて͍るʦ�ʧɻ

͜のよ͏なঢ়گをഎܠに、ত和 59 年 12 月に大ଂ省（現ɿ金༥ி）の自ಈं
ଛഛঈอݥ৹ٞ会ਃで、「自ಈं事ނによる共済・อݥのޙҨোの
ೝఆに関して、軽度のਆܥܦ౷のোのよ͏にଞ֮的所ݟのಘ͍ものに͍ͭ
て、医ֶ的にもͦのೝఆඇৗに困なと͞Εて͍るが、͍ΘゆるΉͪ
ଧͪ症を中৺に軽度のޙҨোが急૿して͍るঢ়گにؑみ、ଛอݥ会社の୲
者の研मを強化・૿Ճ͢る、軽度のਆܥܦ౷のোのೝఆ方法開発のための
ௐࠪ研究をਪਐ͢る」などをਃし、ଛอݥ業界の対応をଅਐͤ͞て͍るɻ
͜ΕがJA共済総合研究所ઃ立のԕҼのͻとͭとなͬて͍るʦ�ʧɻ

３.ইපͱͯ͠のΉͪଧͪଛইのྺ࢙

Ήͪଧͪଛইのӳޠඪهʠ8IJQMBTI *OKVSZʡとද現͞Εるɻ͔ࠓΒお
よͦ 90 年Ҏ上લのত和 3 年に、)BSPME &� CSPXF がΧλύルトによりࣹ
出͞Εるઓಆ機のύイロοトのܱ部ଛইに対してʠ8IJQMBTI JOKVSZ PG UIF 
OFDLʡと͍͏୯ޠを༻͍てॳめてαンϑランγスコで開͔Εたܗ֎Պֶ会
で発දしʦ�ʧ、ަ௨事ނでত和 20 年に %BWJTʦ�ʧがʠ8IJQMBTIʡと͍͏ද現
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を༻͍たが、͜のࡍにʠ8IJQ（Ήͪଧͭ）ʡとʠMBTI（ଧͭ）ʡの別ʑの୯
をฒたものであͬたɻত和ޠ 28 年に (BZ Βʦ�ʧがಥ事ނによるฬଧͪ機
సにて発症したܱ部にোのあるױ者 50 ྫをৄࡉにใࠂしてҎདྷ、ւ֎で

ʠ8IJQMBTI *OKVSZʡと͍͏୯ޠがΉͪଧͪଛইの一般的なද現として༻͍Β
Εて͍るɻ

本にお͍てত和 33 年に൧野Βʦ�ʧによͬて「たと͑ۂഅ団でಈ͍
がฬのઌの革ͻもでۭをたくよ͏な急ܹなӡಈが、ப、とくにܱにお͜
るࡍにऒ͞ىΕるछʑのଛইに対͢る໋໊で、͜Εに発生機సのみを共௨に
したछʑのଛইঢ়態がแؚ͞Ε、͍Θ一छの医ֶ的なଏশ」として「ฬた
きଛই」の༁ޠによるհが࠷ॳであるɻͦのޙ、Ήͪଧͪଛইෆ࣏のපで
あるなどとのϚスコミのաなใಓがな͞Εて社会化したため、ত和 43
年にΒʦ�0ʧ「Ήͪଧͪଛই」と͍͏ݺশが医ࢣでな͍者にΉしΖͬޡ
た༻͍ΒΕ方がな͞Ε、社会的にもױ者にもछʑのޡ解を引き͢͜ىとして、

「ܱ೧࠳」を༻͢る͜とをఏҊし、現ࡏで「ܱ೧࠳」、「֎ই性ܱ部症ީ
などのইප໊が一般的に༻͍ΒΕて͍るʦ��ʧɻ「ই࠳部ܱ」、「܈

ͦの50、ޙ 年をܦた平成 7 年にΧナμの 5IF 2VFCFD 5BTL 'PSDF PO 
8IJQMBTI ATTPDJBUFE %JTPSEFST（έϕοΫभΉͪଧͪ症関連োಛ別ௐࠪҕ
һ会）のใࠂʦ��ʧが現ࡏのΉͪଧͪଛই研究のλーニンάポイントとなͬて͍
るとࢥΘΕるɻ͜のใࠂέϕοΫभ自ಈंอݥ機構のަ௨事ނデーλにͮج
くΉͪଧͪଛই 3014 ྫの分ੳにՃ͑関連จݙのධを行͍、ܦؒ࣌աを࣠に
した症ঢ়のॏ症度によるྍΨイυライン、ྟচ分ྨをఏএして͍るɻし͔し
Ӭ年にΘたる国֎の研究にも関ΘΒͣ、ͦのප態ෆ໌であり、ܱ部௧ӡ
ಈ制ݶにとど·Βな͍ଟ࠼な症ঢ়のݪҼະͩ໌֬に解໌͞Εて͍な͍と言Θ
Εて͍るʦ�3ʧɻ

本で、平成になりΉͪଧͪଛইの研究ใࠂكとなͬて͍るとࢦఠ͞Ε
ておりʦ��ʧ、ֶज़的関৺がബΕた͔にࢥΘΕたɻし͔し上ड़のΧナμのέ
ϕοΫใࠂをܖ機に平成 10 年͔ࠒΒ医ֶࢽࡶでಛू号が出൛͞Εるよ͏に
なͬたɻྫ͑、平成 11 年に（社）日本ަ௨Պֶ協ٞ会のΉͪଧͪଛই研
究会によͬて行ΘΕたଛอݥ会社のデーλを༻͍たΘが国における本症ྍ
の現ঢ়ใࠂと国֎の࠷新の研究成果上هのέϕοΫใࠂのհなどを·と
めた「֎ই性ܱ部症ީ܈ྍϚニュΞルᴷ࠷新の͔ݟΒᴷ」ʦ��ʧが出൛͞Ε
たɻ平成 16 年͔Β日本ܗ֎Պֶ会のֶज़ϓロδΣΫトҕһ会である֎ই
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性ܱ部症ީ܈のප態解ੳに関͢るݕ౼部会で、աڈ 40 年ؒにΘたる国֎の
จݙ 1900 ฤをجに TZTUFNBUJD SFWJFX を中৺とした研究が行ΘΕ、ͦの
中ؒใࠂ的に平成 19 年に「֎ই性ܱ部症ީ܈ᴷۙ࠷のਐา」ʦ��ʧ、「֎ই性ܱ
部症ީ܈のප態解ੳɿTZTUFNBUJD SFWJFX」ʦ��ʧが出൛͞Εたɻ·た平成 21 年
に日本の֎Պ分野の࠷ઌのݟとして「֎ই性ܱ部症ީ܈」ʦ��ʧ、

「֎ই性ܱ部症ީ܈ᴷۙ࠷の͑ߟ方」ʦ��ʧ等のಛू号が出൛͞Εて͍るɻ͜ΕΒ
のಛू号ւ֎のใࠂを引༻して総的にॻ͔Εており、ଛഛঈ実にࣔࠦ
にΉ༰となͬて͍るɻし͔し、国でのݸ別、۩ମ的な医ֶ研究発ද、
จະͩにগな͍よ͏にࢥΘΕるɻ͜のに͍ͭてॾ֎国でֶज़จが発
ද͞Εて͍る͜とと大きな૬ҧであるɻ

ۙ年のΉͪଧͪଛইױ者のྍ࣏のとして、上ड़のέϕοΫใࠂでΉͪ
ଧͪଛইにͦΕ·で行ΘΕて͍たྍ࣏法の΄とΜどの༗効性がՊֶ的にධՁ͞
Εて͍な͍とࣔ͞Εて͍る͜と͔Β、ܱΧラーをΉͪଧͪଛইױ者にॲ方͢
る医ࢣগなくなり、·たੵۃ的に行ΘΕて͍たܱ部のհୡݗ引のྍใु
求をに͢る͜と΄とΜどなくなͬたɻༀྍ法でґવとしてඇステロイ
υ性消Ԍ௧ༀ（/4A*%T）によるྍ࣏が主流であるが、平成 22 年にਆܦো
性᙭௧がద応であるϦϦΧΧϓセル、平成 23 年にඇがΜ性ຫ性᙭௧がద応
のトラϜセοトが発ച͞Εと、ຫ性化したΉͪଧͪଛইױ者の᙭௧症ঢ়を「ຫ
性᙭௧」、「ਆܦো性᙭௧」とଊ͑て༩͞Εる事ҊもݟΒΕるɻ

̐.͜の �0 年ؒͰ̟̖ࡁڞ૯ͨ͠ࢪ࣮͕ݚΉͪଧͪଛইのڀݚ
ʹ͍ͭͯ

ަ௨事ނによるࢮই者、Ήͪଧͪଛইױ者がؚ·Εる軽症者も年ʑ減গ
の一్をたどͬて͍るɻ一方で、ઈ対減গして͍るものの軽ই者にめる
ܱ部のଛইのׂ合平成 25 年に 60ˋを上回り、ͦのޙ減গであるが
令和元年で 57ˋをめ、ଞの受ই部Ґのස度と全くҟなる༷૬をఄして͍
るɻ

ͦのためΉͪଧͪଛই現ࡏにࢸる·で、本におけるަ௨事ނによͬて発
症͢る֎ইとして、ଛอݥ・共済におけるଛഛঈ実でॲཧ݅がѹ
的にଟ͍ɻ༷ʑながܧଓしてଘ͢ࡏるため、JA共済総研で研究対と
͢きইපであると͑ߟて͍るɻ

ަ௨事ނにより発症したʠΉͪଧͪଛইʡに͍ͭて、ᶃྍ࣏༰、ྍ࣏期
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ఠ͞Ε、ᶄࢦΒ͔ڈഛঈ上のがաに関Θるଛ業期ؒ等のҼ果関ٳ、ؒ
ඃ者の年齢طԟ症（ࢲප）等のױ者ݸ別のཁҼがଘࡏし、ᶅ新たなซ発ই
පの出現医ྍྨࣅ行ҝにおけるࢪज़のଥ性などの医ֶ・医ྍ上のが
出現し、ᶆଛഛঈ実、ͦして解ܾがࡋにࢸる͜ともあり法ֶ・ࡋྫの
解ऍなどの解໌͢き研究対がଘࡏして͍るɻ

ͦして、͜の 10 年ؒで医ֶ、医ྍٕज़のਐలに͍ަ௨事ނによるʠΉ
ͪଧͪଛইʡに関͢る新たな՝が出現して͍るよ͏にࢥΘΕるɻॾ֎国の中
でも࠷も導入率が高͍ ʦ�0ʧとը૾அٕٴのී（共໐ը૾அஔؾ࣓）*3.
ज़のਐలによりஅ可能となͬたইපॾ֎国でઌ行してݕ౼͞Εたইපが、
本のΉͪଧͪଛইඃ者にซ発、ଓ発してஅ͞ΕҼ果関அにΉ事ྫ
が૿Ճしたɻ

·ͣ .3* のಡӨٕज़のਐలによりଛഛঈ実にお͍て૿Ճしたইපとし
てݞのᡲ൘அ྾・ଛইがڍげΒΕるɻަ௨事ނで受ইしたױ者が、ܱ部௧ͩけ
でなくݞ௧、ߕݞ部௧もૌ͑たଓけた合に、ݞの .3* をࡱӨした݁果とし
てᡲ൘அ྾・ଛইとのஅ໊がՃ͞Εる事Ҋが૿Ճしたɻަ௨事ނにىҼし
て発症したഛঈの対となる新所ݟである͔、もしくަ௨事ނҎલ͔Βの
Ճ齢性、چ性の所ݟである͔の別がඞཁとなる૬Ҽ果関のとなり、
͔ͭてのަ௨事ޙނに .3* により所͞ݟΕたܱؒ൘ϔルニΞのҼ果関
のஅと同༷な༷૬をఄして͍るよ͏にࢥΘΕるʦ��ʧɻ

·た平成 13 年に開催͞Εた第 16 回日本֎Պֶ会でਆಸ川県の平௩共
済පӃのࣰӬਖ਼ಓ医ࢣが「ܱ೧࠳にଓ発したӷѹ症ީ܈」とのԋで、

「期にΘたり症ঢ়が࣋ଓ͢るܱ೧࠳のױ者のな͔にӷѹ症ީ܈がؚ
·Εて͍る可能性がࣔࠦ͞Εた」とใࠂしたɻӷѹ症ީ܈ত和 13 年に
4DIBMUFOCSBOE が、ى立性಄௧に͏߲部（͏な͡）ߗ、ᅅు、ుؾ、ࣖ໐
り、め·͍等をૌ͑るにも͔͔ΘΒͣ、ݪҼがͬきりしな͍症ྫをใࠂし、
Ҽが໌֬でな͍͜とのҙຯであるݪ TQPOUBOFPVT のޠを༻͍ಛ発性ӷ
ѹ症ީ܈に͍ͭてใࠂして͍るʦ��ʧɻし͔しަ௨事ނによりॳΉͪଧͪଛই
であͬたが、ͦのޙにӷѹ症ީ܈がஅ͞Εて、ͦのҼ果関がとな
りૌুとなる事Ҋが૿Ճしたɻӷѹ症ީ܈（現ࡏでӷ減গ症、
ӷ࿙出症とݺশ͞Εる͜とがଟ͍）現ࡏでもଛഛঈ上、͢きই
පであΖ ʦ͏�3ʧɺʦ��ʧɺʦ��ʧɻ

ͦしてैདྷ͔Βの解ܾ͞Εて͍な͍、もしくݕ౼がෆे分であるとࢥΘΕ
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るΉͪଧͪଛইのݹయ的なとして、Ήͪଧͪଛইඃ者のٳ業のඞཁ性、
Ҩ͢る症ঢ়がޙ部症ঢ়のซ発ʦ��ʧɺʦ��ʧ、Ήͪଧͪଛইのࠊ௧と͍͏ࠊ࠳೧ࠊ
界ݶ的なとしてແইֶにೝఆ͞Εる͔の可൱ʦ��ʧ、·た自ಈंҨোޙ
、ᮢ൱ఆできて͍な͍のでな͍ ʦ͔��ʧとのߟも行ͬたɻ͞Βにଛ
࣏者のとして、本でのΉͪଧͪଛইඃࢹも関৺がある࠷、ഛঈ実上
ྍ期ؒり͍の͔との՝があるɻ対রがな͍ためݕ౼͢るにയવと
して͍るため、どのよ͏なཁҼで期化͢るの͔との究ۃのٙに͍ͭて、国
֎のจݙのू͔Βのݕ౼ʦ30ʧとΉͪଧͪଛইに関して͜Ε·で行ΘΕて͍
な͍ख法による౷ֶܭ的解ੳʦ3�ʧを実ࢪしたɻ

ͦしてަ௨事ނにより発症したʠΉͪଧͪଛইʡ本のみなΒͣ、ւ֎で
も発症して͍るのであるが、な͔にଛഛঈγステϜによりΉͪଧͪଛই
発生して͍な͍とใ͢ࠂる国のֶज़ใࠂがあるɻ本にൺるとւ֎ͦの国
͔Βもѹ的にଟのΉͪଧͪଛইの研究が医ֶのみなΒͣ、ֶࡍ的にੵۃ
的に行ΘΕており、本でใのภりによるΉͪଧͪଛইのཧ解のܽがଘ
を行ͬたʦ3�ʧɻূݕとのݙして͍るためւ֎จࡏ

͜Ε͔Βのަ௨ڥ、ಛにিಥඃ軽減ϒレーΩ（AEWBODFE &NFSHFODZ 
#SBLJOH 4ZTUFN）のٛ化によりं྆同࢜のಥ事ނとともにΉͪଧͪଛই
ඃ者も減গ͢る͜とがࠐݟ·Εるが、ަ௨事ނにより発症したʠΉͪଧͪଛ
ইʡに関連͢る研究՝医ֶのਐา、ਐలともに新たにऔ組Ήき՝が出
現しておりଟذにΘたり、ʠΉͪଧͪଛইʡに͏՝に͍ͭて、ޙࠓも研究を
ଓして͍くɻܧ

（ݙ文ߟࢀ）
ʦ1ʧ ɹ令和元年中のަ௨事ނの発生ঢ়گɽܯிަ௨2020�2）ہ �18）ɽ
ʦ2ʧɹ国ަ௨省ϗーϜϖーδ 令和 2 年度ޙࠓの自ಈंଛഛঈอো制度のあり方に

る࠙ஊ会ࢿྉ IUUQT���XXX�NMJU�HP�KQ�DPNNPO�001349808�QEG 2020�12�17 Ӿཡ
ʦ3ʧɹܯிϗーϜϖーδ 平成17 年ܯനॻ（第1ষ 世界一҆全なಓ࿏ަ௨をࢦして）ɽ

IUUQ���XXX�OQB�HP�KQ�IBLVTZP�I17�JOEFY�IUNM2017�1 �25 Ӿཡ
ʦ4ʧ ɹલܝɿ3
ʦ5ʧ ɹे年のาみ 農協共済総合研究所創立 10 प年ه೦ࢽɽ2002 年 3 月 31 日 社団法人

農協共済総合研究所ɽ
ʦ6ʧɹCSPXF )ɽ*OKVSJFT UP UIF DFSWJDBM TQJOFɽ1SFTFOUBUJPO UP UIF BOOVBM 

NFFUJOH PG UIF 8FTUFSO 0SUIPQFEJD ATTPDJBUJPO 1928ɽ4BO 'SBODJTDP�
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ʦ7ʧ ɹ%BWJT A(ɽ*OKVSJFT PG UIF DFSWJDBM TQJOFɽJA.Aɽ1945ʀ127ɿ149ô156�
ʦ8ʧɹ(BZ J3ɼACCPUU ,)ɽCPNNPO XIJQMBTI JOKVSZ PG UIF OFDLɽJA.Aɽ

1953ʀ152ɿ1698ô1704�
ʦ9ʧɹ൧野ࡾɼߥҪࡾઍ༤ɼాਖ਼ɽᰍ部の͍Θゆる XIJQMBTI JOKVSZ に͍ͭてɽ

ܗ֎Պɽ1958ʀ9 ᾉɿ153ô161�
ʦ10ʧ ɹ٢߂ɼ߃ಞɼాྯޱɽ͍Θゆるฬଧͪଛইの症ঢ়ɽྟচܗ֎Պɽ

1968ʀ3 ᾊɿ278ô287�
ʦ11ʧ ɹ平ྛᔭɽ֎ই性ܱ部症ީ܈のஅ ŋ ΨイυラインのఏҊɽ.# 0SUIPQɽྍ࣏

1999ʀ12 ᾇɿ85ô93�
ʦ12ʧ ɹ4QJU[FS 80ɼ4LPWSPO .-ɼ4BMNJ -3ɼFU BMɽ4DJFOUJGJD NPOPHSBQI PG 

UIF 2VFCFD 5BTL 'PSDF PO 8IJQMBTIôATTPDJBUFE %JTPSEFSTɿ SFEFGJOJOH 
ʠXIJQMBTIʡ BOE JUT NBOBHFNFOUɽ4QJOFɽ1995ʀ20ɿ14ô734�

ʦ1úʧ ɹถ和ಙɽ֎ই性ܱ部症ީ܈のอଘྍ法 ŋ ༀྍ法ɽ.# 0SUIPQ� 2009ʀ22 ᾈɿ
27ô30�

ʦ1ûʧ ɹനҪ߁ਖ਼ɼۄҪ݈հɽ8IJQMBTI *OKVSZ ྟচஅɽࠎ ŋ 関અ・ᯰଳɽ1990ʀ3
ᾉɿ225ô32ɽ

ʦ1üʧ ɹ֎ই性ܱ部症ީ܈ྍϚニュΞルᴷ࠷新の͔ݟΒᴷɽ.# 0SUIPQ� 1999ʀ12
ᾇɿ1ô93�

ʦ1ýʧ ɹ֎ই性ܱ部症ީ܈ᴷۙ࠷のਐาɽྟচܗ֎Պɽ2007ʀ42 ᾐɿ965ô1005�
ʦ1þʧ ɹ֎ই性ܱ部症ީ܈のප態解ੳɿTZTUFNBUJD SFWJFXɽδϟーナルɽ

2007ʀ20 ᾊɿ297ô351�
ʦ1ÿʧ ɹ֎ই性ܱ部症ީ܈ɽ.# 0SUIPQɽ2009ʀ22 ᾈɿ1ô60�
ʦ1Āʧ ɹ֎ই性ܱ部症ީ܈ᴷۙ࠷の͑ߟ方ɽܗ ŋ 災֎Պɽ2009ʀ52 ᾈɿ121ô172�
ʦ20ʧ ɹ0&C% )FBMUI 4UBUJTUJDT 2019�
ʦ21ʧ ɹ߳川ӫ一ɽަ௨事ނによるӡಈثଛইのࡋྫの分ੳ ݞ ᡲ൘அ྾をૉࡐと

してɽ共済総合研究ɽ2014ʀ69ɿ98ô113�
ʦ22ʧ ɹ4DIBMUFOCSBOE (ɽ/FVFSF BOTDIBVVOHFO [VS QBUIPQIZTJPMPHJF EFS 

MJRVPS[JSLVMBUJPOɽ;FOUSBMCM /FVSPDIJSɽ1938ʀ3ɿ290ô300�
ʦ2úʧ ɹࡖਖ਼ਔɼ߳川ӫ一ɽަ௨事ނによる ͍Θゆる l Ήͪଧͪଛইʡのࠓ日的 

ւ֎จݙಈを中৺にɽ共済総合研究ɽ2014ʀ69ɿ114ô133�
ʦ2ûʧ ɹ௰ହɽަ௨事ނྫにみるӷѹ症ީ܈（ӷ減গ症）症ྫの分ੳɽܗ・

災֎Պɽ2011ʀ54 ᾍɿ845ô854�
ʦ2üʧ ɹ௰ହɽྫにみる֎ই性ӷѹ症ީ܈（ӷ減গ症・ӷ࿙出症）症

ྫの分ੳɽܗ・災֎Պɽ2014ʀ57 ᾒɿ1621ô1629�
ʦ2ýʧ ɹ新開༝߳ཧɼՃ౻ཾ一ɼԬܟ೭ɼদ平ߒɼԬ࡚༟࢘ɼా中ӫɽ֎ই性ܱ部症ީ܈

による期ٳ業にࠊ௧のซ発がٴ΅͢Өڹɽܗ・災֎Պɽ2016ʀ59 ᾎɿ1121ô
1130�

ʦ2þʧ ɹ0LB )ɼ.BUTVEBJSB ,ɼ'VKJJ 5ɼ0LB[BLJ )ɼ4IJOLBJ :ɼ5TVKJ :ɼ 5BOBLB 4ɼ

ަ௨ނࣄʹΑΓൃͨ͠�͍ΘΏΔlΉͪଧͪଛইz
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,BUP 3ɽ3JTL GBDUPST GPS QSPMPOHFE USFBUNFOU PG 8IJQMBTIôATTPDJBUFE 
%JTPSEFST�ɿ1-P4 0OFɽ2015ʀ10 ᾍɿ F0132191�

ʦ2ÿʧ ɹ౻ాึࠀɽਆܦ症ঢ়におけるޙҨো等ڃ第 14 ই֎ ߟ४に関͢るجのೝఆڃ
性ܱ部症ީ܈を中৺としてɽഛঈՊֶɽ2012ʀ38ɿ54ô67�

ʦ2Āʧ ɹՃ౻ཾ一ɽ超度ಥによる軽ඍଛ事Ҋのܱ೧࠳のɽ医研レポートɽ
2020ʀ110ɿ1ô10� JA共済総合研究所

ʦú0ʧ ɹ߳川ӫ一ɼࡖਖ਼ਔɽަ௨事ނによる ͍ΘゆるʠΉͪଧͪଛইʡのྍ࣏期ؒ
͍の͔ᴷଛഛঈをؚΉ৺ཧ社会的ଆ໘͔Βのจূߟݙᴷɽ共済総合研究ɽ2017ʀ
75ɿ98ô121�

ʦú1ʧ ɹ߳川ӫ一ɼՃ౻ཾ一ɽަ௨事ނによるܱ೧࠳（֎ই性ܱ部症ީ܈）のྍ࣏が
ભԆ͢る構造ᴷ共分ࢄ構造モデルによる可ࢹ化のࢼみɽ別冊ܗ֎Պɽ2018ʀ74ɿ
100ô105�
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ւ֎จݙಈを中৺にɽ共済総合研究ɽ2014ʀ69ɿ114ô133�
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